
 
 
 
 
 
 
 

第 1532 回例会 20 年 6 月 9 日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ 

 

１．開会点鐘       
２・ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．ゲスト紹介 

地区ＧＳＥ委員長 坂本 順一様（和歌山ＲＣ） 
４．ビジター紹介 

  和歌山中ＲＣ  吉田 博信様 

５．出席報告  

会員総数69名 出席者数45名 出席免除会員1名 

  出席率 66.18％ 前回修正出席率 70.59％ 

 

６．会長スピーチ      会長 山名正一君 

ゲストの地区ＧＳＥ委

員長の坂本順一さま、和

歌山中 RC の吉田博信さ

ま、ようこそお越しくだ

さいました。今年の 4 月
13 日～16 日にかけて今

年度の GSE 訪問団を海南

3 クラブで受け入れしま

したが、坂本様には地区

委員長としてご苦労をお

かけし、また、大変にお世話になりました。後ほど

卓話をお願いします。 

 私の年度もこの時期になりますとスピーチのネ

タが無くなりまして、心は次年度のことに傾いてい

ます。半分「心は此処にあらず」の心境になってい

ます。然しながら何かスピーチをしなければなりま

せん。 

昨日、東京の秋葉原にて歩行者天国の集団にトラ

ックで突っ込み、停車後サバイバルナイフで次々と

無差別に刺し殺すという悲惨な通り魔事件があり

ました。多数の死傷者が出たようです。私も今朝か

ら道路を歩いていても人と出くわすと、若しかした

らと思わず身を避ける思いになりました。現在、国

会の方で刑法改正論議がなされているようです。人

権を考慮して死刑制度を廃止し終身刑制度を設け

る動きがあります。喫茶店で皆様のお話を聞いてい

ると、このような凶悪犯は死刑等厳罰に処するべき

だとの話が大半でありました。このような大罪を犯

しても弁護士が付き精神鑑定とやらで罪が軽くな

る風潮があります。来年 5月より裁判員制度が始ま

りますが、国民の代表である裁判員がどのような判

断をされるのか注目されます。 

 くしくも6月7日は7年前の池田小学校の児童殺

傷事件と同じ日のようです。 

このような痛ましい事件が無くなるような社会で

あることを祈らずにはいられません。 

 

７．委員会報告 

○ロータリー情報委員会   委員長 山東 剛一君 

次回の例会はＩＤＭ報告を予定しています。各組

の発表をよろしくお願いします。 

 

８．マルチプル・ポール・ハリス・フェロー表彰 

 桑添 剛君 

 

９．ゲスト卓話         

地区ＧＳＥ委員長 坂本 順一様（和歌山ＲＣ） 
 みなさん、こんにちは。先

の英国のウエールズからの

ＧＳＥ訪問団の受け入れに

際しましては、海南３クラブ

で３日間お世話になり、有難

うございました。本日はＧＳ

Ｅに関連して、日本における

外国人の受け入れについて、

お話させていただきます。 

私は、和歌山外国語専門学

校を経営し、外国人に 

日本語を勉強してもらうコースと日本人に英語と中

国語を勉強してもらうコースで、主にアジア諸国との

交流を中心に取り組んでいます。特に中国、タイ、ベ

トナム等の優秀な人材を日本の企業に受け入れても

らうことで、将来の日本の技術力、労働力を確保し、

和歌山の発展に貢献できればと考えています。日本の

学生の状況は、少子高齢化時代となり、生徒数は年々

減少しています。また、和歌山では大学進学者の殆ど

が大阪や県外に出て行ってしまいます。さらに、優秀
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な人材は東京の大企業に就職し、和歌山へは戻ってき

ません。こうしたことから、地方では企業の人材確保

や労働力不足が深刻化しています。 

 また、これまで日本での外国人の受け入れについて

は消極的で、不法滞在などの問題もあり、門戸は開か

れていません。特にフィリピンからの芸能ビザはアメ

リカからの指摘もあり、現在は停止され、介護士、看

護師の受け入れもうまくいっていません。日本の地方、

とりわけ和歌山の状況から見ても、今後は外国人技術

者や労働者の受け入れが必要不可欠になっているに

もかかわらず、とても厳しい状況にあります。 

 このため、私はアジア諸国の大学と提携し、優秀な

学生を地元企業へ紹介することを企画し、取り組んで

います。そして、最近ではベトナムのハノイ工科大学

と提携することができました。大学に和歌山の企業の

情報を伝え、毎年、数名の大学生を派遣してもらい語

学と企業での研修を行っています。海南地域でも受け

入れ企業があれば紹介してください。 

 

和歌山・アジア交流協会設立趣意書（案） 
 

 郷土の詩人佐藤春夫が、「空青し、山青し、海青し」

と詠むほどに、美しい豊かな自然に恵まれた和歌山は、

古くからこうした自然環境を生かした農業・林業・漁

業及び観光業等本件の特色ある産業を興して来まし

た。 

 しかし近年の産業・経済構造の変化や少子化、とり

わけ若年層の県外流出といった状況が本県の産業に

大きな影響を及ぼして来ている現状があります。 

 また調査によりますと、本県の小学生・中学生・高

校生の大多数が「ふる里が好き」と回答しているもの

の、将来とも本県に住みたいと思っている者は、特に

高校生では一割程度とその定住指向が極めて低いこ

とを示しています。 

 以上のような状況は、活力ある和歌山の創造という

点からも決して座視できない由々しき課題であり、行

政、産業、教育全ての分野で早急かつ抜本的な対策を

講じる必要があると考えます。 

 一方幸いにも本県には、我が国内外に於いて高い評

価を得ている立派な企業が数多く存在し、我が国及び

本県の発展に多大の貢献をしています。 

 しかしながら、これら企業の他の諸企業及び地域社

会への影響力や今後の更なる発展とますます進展す

る国際化社会を考えるとき、新たな手法やこれまでの

方策に一層工夫を加える事が大切でありましょう。 

 その一案が優秀にして勤労意欲旺盛な人材を国境

を越え諸外国、とりわけ近隣アジア諸国より招致する

事であります。 

 もとより日本とアジア諸国は海の交易ネットワー

クによって遠い昔から深く結ばれて来ました。また近

年では特に製造業に見られるように、細やかでかつ重

層的な分業活動が急速に、また広範囲に展開されてお

り、双方が一体的な一つの工場となっている感さえあ

ります。 

 こうした現状や今後を展望する時、アジアの優秀な

若者に日本語力及び日本文化に対する理解を向上・深

化させるとともに、県内の優秀企業に従事させ、それ

ぞれの高度な技術を修得させる事は、各企業にとって

も新鮮な活力導入につながり、併せて他国の人材育成

及び発展にも寄与しうるものであると確信いたしま

す。 

 今後本県の企業関係者・日本語教育機関等が協力・

連携し、アジア諸国との学術・文化・人材交流のあり

方を検討しつつ実質的交流を促進することによって、

一層活力ある和歌山の創造、世界に開かれた和歌山の

実現を図り、我が国政府がかねてより明言している

「日本はアジアの一員であり、アジアとともに生き

る」という理念をこの和歌山の地から実現したいとの

願いを込め、ここに和歌山・アジア学術・文化・人材

交流協会の設立を提案するものであります。 

 

和歌山・アジア交流協会設立発起人一同 

 

10．閉会点鐘 

 

次回例会 
第 1533 回例会 平成 20 年６月 16 日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ ＩＤＭ報告 

 

 

 

 

 

 

 

早川 満君  次男 早川宏和結婚お祝いを、過分に

頂き有難う御座います。お蔭様で、今

月７日無事式を済ませました。例会出

席の上、皆様にお礼を申し上げるべき

ところですが、歩行困難のため失礼を

させていただきます。 

ロータリーの友情に免じお許しをお

願い致します。 

上芝良造君  今年度、初めて幹事報告、ございませ

ん。 

寺下 卓君  坂本委員長、本日卓話ありがとうござ

います。よろしくお願いします。 

花田宗弘君  坂本委員長、吉田浜ノ宮宮司、よくお

出で下さいました。 

西川富雄君  吉田さん（宮司さん）ようこそいらっ

しゃいませ。 

山田耕造君  先日、久しぶりに「かっこう」の鳴き

声を聞きました。よかったです。 

山名正一君  坂本様、本日ご苦労様です。 

吉田 博信様（和歌山中ＲＣ） 

西川さん、名手さん、花田さん、いつ

もお世話になりありがとうございま

す。 

会報・ＩＴ委員会 委員長 塩崎 博司 副委員長 大谷 徹 小椋 孝一 上田 善計 寺下  卓 山田 耕造  的場 賢美


